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序：沼田都市計画マスタープランとは 

１．沼田都市計画マスタープラン改訂の主旨 

都市計画マスタープランとは、都市計画法第 18 条の２に基づく市町村の都市計画に関

する基本的な方針であり、市町村ごとに地域の実情と市民の意向を反映した都市計画に関

する最も基本的な方針を定めたものです。 

沼田市では、平成 22年３月に沼田都市計画マスタープランを策定しましたが、策定後、

約 10 年が経過し、人口減少と高齢化が同時に進行する局面において都市づくりを取り巻

く環境は大きく変化しており、社会情勢や財政状況の変化を考慮し、これらの状況に対応

した改訂が必要となりました。 

そこで、現計画に掲げる基本理念、基本目標や基本方針を継承しつつ、本市を取り巻く

環境の変化や上位計画である沼田市第六次総合計画などに対応した見直しを行うととも

に、都市づくりに関わる施策・事業の進捗による時点修正を行うため、沼田都市計画マス

タープランを改訂することとしました。 

２．沼田都市計画マスタープランの役割 

沼田都市計画マスタープランには、沼田市第六次総合計画にある本市の将来像『こころ

豊かに暮らし、しあわせを実感できるまち 沼田』を都市計画の立場から実現していくた

めに、つぎのような役割があります。 

○実現すべき都市の将来像の提案 

 実現すべき具体的な都市の将来像や都市づくりの方針、地域別の方針を明らかにし、

これを市民に分かりやすく公表し、本市の都市づくりに関する基本的な考えを提案

します。 

○都市づくりの諸施策の総合調整 

 都市計画区域、土地利用、道路、公園、土地区画整理、下水道など都市の基盤づく

りのための施策、市民が安全で快適に生活していくための環境整備に関する施策な

ど、様々な施策の総合的な調整を図り、諸施策の基本的な方針とします。 

○地域の実情に配慮した都市づくり施策の提案 

 地域における都市づくりの課題とこれに対応した整備の方針を明らかにし、住民意

向を踏まえ、地域特性を活かした都市づくりを進めるための施策を提案します。 

○市民・企業・行政等多様な主体の参加 

 都市づくりや地域づくりの将来像を、市民、企業・行政等の共通の目標として広く

示すことで、お互いに都市計画に対する理解を深め、市民や企業などの都市づくり

への参加や協力を促します。 

○具体的な都市計画の決定・変更の指針 

 都市計画区域の拡大や、準都市計画区域の導入、既決用途区域の見直しなど、土地

利用や各種事業に関する都市計画決定・変更の指針となります。 
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３．沼田都市計画マスタープランの位置づけ 

沼田都市計画マスタープランは、上位計画である群馬県が定める「都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針」、本市の「沼田市第六次総合計画」に即するものであり、また、個

別の都市計画の総合調整を図る沼田都市計画の基本的な方針となります。 

策定にあたっては、市民意見の反映を図りつつ、市が主体となって進め、上位計画の更

新などに伴い、諸施策の展開状況を考慮し、見直しました。                              

計
画
改
訂
の
必
要
性 

国・群馬県の動き 

 

○都市計画法改正（H23.5、H28.12） 

○国土のグランドデザイン 2050 

（H26.7） 

○都市再生特別措置法改正 

（H26.8立地適正化計画制度） 

○都市農業振興基本法（H27.4） 

沼田市の動き 

○第六次総合計画策定（H29.3） 

○まち･ひと･しごと創生総合戦略

[第２版]改訂（H30.3） 

○まち･ひと･しごと創生人口ビジ

ョン策定（H27.10） 

○その他関連計画の改訂（H22 以

降適宜） 

■沼田都市計画マスタープランの位置づけ 

  

沼田都市計画マスタープランにもとづくまちづくりの推進 
○都市計画の決定・変更 ○各種事業調整 ○個別計画の検討 ○市民参加のまちづくり 等 沼田市 

沼田市第六次総合計画、まち･ひと･しごと創生総合戦略、 
まち･ひと･しごと創生人口ビジョン 

市民意向 整合 

沼田都市計画マスタープラン改訂版の位置づけ 

関連計画（緑の基

本計画他） 沼田都市計画 

マスタープラン 

（改訂版） 

群馬県上位計画 
・「はばたけ群馬・県

土整備プラン」 
・利根沼田広域都市

計画圏 都市計画
都市計画区域の整

備、開発及び保全

の方針 即する 整合 

反映 

即する 

沼田都市計画 

マスタープラン 

（現計画、平成 21年度策定） 
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４．沼田都市計画マスタープランの対象区域 

沼田都市計画マスタープランの対象区域は、都市計画区域を主としながらも、沼田市全

域を対象とするものとします。 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■沼田都市計画マスタープランの対象区域  

都市計画区域
沼田市

（ 計画の対象区域）
（ 主な対象区域）
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５．沼田都市計画マスタープランの改訂体制 

沼田都市計画マスタープランの改訂にあたっては、市民アンケート調査によって市民意

向を把握するとともに、策定委員会・策定委員会幹事会を組織して、計画内容等に関する

検討及び総合的な調整を行いました。 

策定委員会幹事会は、市の関係職員で構成され、策定委員会の任務を円滑に遂行するた

め、素案について調査・研究を行い、策定委員会に報告いたしました。 

策定委員会は、県及び市の関係職員で構成され、策定委員会幹事会での検討を経た素案

に対して総合的な検討と調整を行いました。 

市長は、このような調整を経て集約された計画案について、沼田市都市計画審議会に諮

問し、その答申を受けて「沼田都市計画マスタープラン」を決定する予定です。 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■沼田都市計画マスタープランの改訂体制  

諮問 

答申 

調査・研究 計画素案の報告 

意向反映 

市民アンケート調査 

 

沼田都市計画マスタープランの決定 

市民へ周知 

議会報告 

沼田市都市計画審議会 市長 

県知事に通知 

策定委員会（都市計画マスタープラン

素案の作成） 

・県関係課長等 

・市関係部長 

策定委員会幹事会（計画素案の調査・ 

研究） 

・市関係課長  

市民 

計画案の提示 
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６．沼田都市計画マスタープランの構成 

「沼田都市計画マスタープラン」は、目指すべき都市の目標像とその実現のための基本

方針を定める「全体構想」、都市計画の分野別にまちづくりの方針を定める「分野別構想」、

身近な地域ごとにまちづくりの方針を定める「地域別構想」を中心として、概略つぎのよ

うに６章の構成を検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■沼田都市計画マスタープランの構成  
 第２章：都市づくりの課題 [沼田市の都市づくりに関する課題を市民アンケート調査とともに整理] 

 

1.人口動向と社会

環境などに関す

る課題 

2.土地利用状況に

関する課題 

 

3.就業環境・産業 

動向に関する課

題 

4.都市基盤整備等

に関する課題 

 

5.景観づくりや協

働のまちづくり

に関する課題 

市民アンケート調査の結果（「沼田市の将来のまちづくりについて」平成 30年 1月実施） 

都市づくりの

課題 

 

 序：沼田都市計画マスタープランとは [マスタープランの策定主旨や位置づけ、策定体制などについて整理]  第１章：沼田市の概況 [沼田市の位置・地勢、交通や歴史、人口や産業、土地利用の状況などについて整理] 

 第３章：全体構想 [目標年次における人口や産業のフレーム、都市構造などを設定、都市づくりの目標と基本方針] 

 

①都市計画区域等

の見直しと秩序

ある土地利用の

誘導 

②都市拠点の再編

と良好な市街地

環境の創出 

③くつろぎ、ゆと

りある定住環境

の形成 

④低未利用地の有

効活用 

⑤自然環境、農地

の保全・活用 

①都市を支える交

通ネットワーク

の形成 

②身近な公園・緑

地の確保とネッ

トワーク化 

③生活を支える上

下水道など供給

処理施設の基盤

整備促進 

④地域コミュニテ

ィの充実・まち

づくりの担い手

の育成 

①まちの「顔」と

なる、複合され

た機能を持つ中

心市街地の再生 

②市域全体の活性

を促す商業機能

の誘導 

③就業環境の整備

と業務機能の誘

致 

④今ある資源を活

かした新たな産

業の展開  

①生活道路の使い

やすさ・安全性

の確保 

②利便性の高い交

通手段の確保 

③災害に強いまち

づくりの推進 

④犯罪の起きにく

いまちづくりの

推進 

⑤利用しやすい生

活支援施設の充

実  

①穏やかで美しい

景観の形成 

②親しみやすい沿

道街並み景観の

創出 

③歴史文化資源や

観光資源の保全

と活用 

④魅力的な田園環

境、歴史文化資

源、観光資源の

ネットワーク化

と交流人口の創

出 

沼田都市計画マスタープランの目標年次：平成 40年における人口を想定 

将来の本市の都市構造を設定 

都市づくりの 

基本方針の設定 

 

沼田市第六次総合計画における本市の将来像「こころ豊かに暮らし、しあわせを実感できるまち 沼田」の実現 

人口フレーム 

の設定 

 
将来都市構造の

設定 

 

1.都市と自然が調

和した暮らしや

すいまちづくり 

 

2.ひとと地域が 

「ふれあい・つ

ながる」まちづ

くり 

3.地域の特性や資

源を活かした活

力あるまちづく

り 

4.誰もが安全安心

に暮らせるまち

づくり 

 

5.豊かな自然、歴

史、文化を活か

したまちづくり 

都市づくりの 

基本目標の設定 

 

都市づくりの 

基本理念の 

設定 

 

沼田都市計画マスタープランにおける「都市づくりの基本理念」 

「豊かな自然とまちの魅力を活かした こころ豊かに暮らせるまちづくり」の実現 
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 第５章：地域別構想 [将来都市の目標像を実現するため、身近な地域ごとにまちづくりの方針を設定] 

 

6.都市計画区域外 5.北部地域 4.南部地域 2.西部地域 1.中央地域 

地域別のまち

づくりの方針 

 

都市計画区域内の５地域 都市計画区域外 

3.東部地域 

 第６章：実現化方策 [効率的にまちづくりを進めるための、協働のまちづくりや都市づくりの推進] 

第４章：分野別構想 [将来都市の目標像を実現するため、都市計画の分野別にまちづくりの方針を設定] 

 

 

 

 

 

 ○効率的な道路ネッ

トワークの形成 

○公園・緑地の充実

とネットワーク化 

○生活を支える供給

処理施設の基盤整

備促進 

○利便性の高い交通

手段の確保 

○市民の生活を支え

る施設やサービス

の充実 

 ○災害に強いまちづ

くり 

○安心して暮らせる

まちづくり 

○人にやさしいまち

づくり 

1.都市と自然が調

和した暮らしや

すいまちづくり 

 

2.ひとと地域が 

「ふれあい・つ

ながる」まちづ

くり 

3.地域の特性や資

源を活かした活

力あるまちづく

り 

4.誰もが安全安心

に暮らせるまち

づくり 

 

5.豊かな自然、歴

史、文化を活か

したまちづくり 

2.都市基盤施

設の整備方

針 

4.安全安心ま

ちづくりの

方針 

 

 
○秩序ある土地利用

の誘導 

○くつろぎ、ゆとり

ある定住環境の形

成 

○自然地、農地の保

全・活用 

○市域全体の活性を

促す商業・業務機

能の誘導 

○企業誘致にあわせ

た立地環境の形成 

○都市計画区域外の

方針 

 
1.土地利用の

方針 

 

 
3.自然環境、 

景観等の整

備・保全の 

方針 

  

 

 

○歴史文化・観光資

源等の活用と交流

人口の創出 

○豊かな自然環境の

保全・活用 

○都市と自然が調和

した美しい景観の

形成 

○歴史文化・観光資

源等の活用と交流

人口の創出 

 

 

都市づく 

りの目標 

分野別 

の方針 
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参考：都市計画とは 

都市計画とは、健康で文化的な都市空間と機能的な都市活動を確保し、都市の健全な発展と

秩序ある整備を図るため、土地利用のあり方や都市施設の整備、市街地の開発や保全などの総

合的な計画、及びその実現を図ることを指します。つまり、各種都市施設や土地利用など都市

を構成するさまざまな要素を相互に調和させ、良好な生活環境・都市空間の創出を図る計画で

す。 

都市計画法第 2条 

「都市計画は、農林漁業との健全な調和を図りつつ、健康で文化的な都市生活

及び機能的な都市活動を確保すべきこと並びにこのためには適正な制限のもと

に土地の合理的な利用が図られるべきこと」 

また、都市計画法に基づく都市計画は、「都市の健全な発展と秩序ある整備を図るための土

地利用、都市施設の整備及び市街地開発事業に関する計画」であり、以下のように大きく３つ

の体系に整理することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画 

①土地利用に関するもの 

（区域区分、用途地域、防火・準防火地域、地区計画 等） 

③市街地の一体的な開発、整備を目的とする 

市街地開発事業に関するもの 

（土地区画整理事業、新住宅市街地整備事業、工業団地造成事業、 

 市街地再開発事業、新都市基盤整備事業、住宅街区整備事業、 

 防災街区整備事業 等） 

②都市施設の整備に関するもの 

（道路、公園・緑地・広場、上下水道、学校や病院などの施設、 

 防風、防火、防水、防雪、防砂、防潮の施設 等） 

■都市計画の主な内容  
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昭和 43年 都市計画法の制定、地区計画／都市計画マスタープラン 
平成 10年 特別用途地区の多様化、市街化調整区域における地区計画制度の拡充、都市計画

の決定権限の委譲 

平成 12年 都市計画区域マスタープランの創設、線引きの選択性、準都市計画区域の創設 

平成 14年 都市再生特別地区の創設、都市計画提案制度の創設 

平成 18年 市街化区域・用途地域における立地規制、非線引き白地地域等における立地規制、

用途を緩和する地区計画制度の創設、準都市計画制度の拡充、都市計画手続等の

円滑化・広域調整手続の充実、開発許可制度の見直し 

平成 23年 地域地区や都市施設に係る都市計画決定が基礎自治体へ権限移譲 

平成 24年 地域地区に、住居調整地域及び特定用途誘導地区を追加 

住居調整地域及び特定用途誘導地区に関する都市計画は、市町村が定めることに

変更 

平成 28年 特定用途誘導地区に関する都市計画において定めるべき事項の追加 

公園等の設置が義務付けられる開発区域の面積の規模の最低限度について地方公

共団体が条例により現行の 0.3haから１haを超えない範囲で緩和することが可能 

非常災害に際し災害にかかった者を収容するため設けられる仮設工作物等に係る

占用期間が現行制度において上限が「６月」と定められている占用物件について、

その上限を「１年」に延長 

■都市計画法の主な改正経緯 


